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◎新しい事務局メンバー紹介

8 ・・・ Information ①窪田暁子先生 勉強会 本の紹介

窪田ゼミにご興味のある方は、是非、事務局へお問い合わせください

ご一緒に学びましょう！すっきり、ホットしますよ。

②フィジカルレッスン 身体も心もスッキリ

特定非営利活動法 2012 年 11

会員募集中です！～みんなで会員の輪を広げましょう～

2013 年 5 月 10 日現在の会員数 88 名（正会員 72 名、賛助会員 10 名、団体会員 6団体）

多くの方のご協力により、前回から４名増えました。応援してくださる方を増やし、税制優遇のためにも引き続きお近

くの方へ声をかけていただくようご協力をお願いいたします。

2013 年度の会費振込みをお願いいたします。

年会費●正会員 3,000円/年 ●賛助会員 一口 10,000円/年 ●団体会員 一口 20,000/年

振替用紙を使わなくても振込みはできます（従来と変更ありません）（ゆうちょ銀行と東京三菱ＵＦＪ銀行の二箇所あります）

◆株式会社 ゆうちょ銀行 記号10170 番号 80995501 ※ゆうちょ銀行の口座からお振込みの場合、手数料無料となります。

◆東京三菱UFJ銀行 神田支店 口座番号 普通預金0138637会費振込先２箇所とも口座名義は共通です

口座名義 特定非営利活動法人 東京YWCAヒューマンサービスサポートセンター 代表理事 遠藤久江
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総会報告

3 年目を迎えた私たちの活動

代表理事 遠藤久江

石に上にも三年、古（いにしえ）の人は物事が成就されるか否かをこのような

言葉で表現しています。三年の間頑張って事業を進めていればものになる、もし社会が必要とする

事業なら存続すると私は理解しています。この NPOも今年で 3年目を迎え、正念場を迎えました。
このような時は、なぜ、私たちはこの NPOを立ち上げたか、その原点を確認する時でもありま
す。専門学校の閉校時に最後に残った私たちは、卒業生の戻ってくる場をつくりたい、また、現場

で活躍している卒業生を応援したいという思いでこのＮＰＯを立ち上げました。

今年度の総会にも 22人の出席を得て、総会事項を審議し議論することができました。1年目よ
り、2年目、2年目より 3年目と実態に見合った事業計画や予算書をつくることができました。
今年度の課題は、会員を増やし、事務局を強化し、事業を組織的に進められるようにすること、

講師派遣事業の進め方をチームとして取り組む方法を検討することなどです。皆様の益々のご支援

をお願いします。

2013 年度の事業計画について

事業として展開している次の 3つの事業は、私たちの目的である「福祉介護の仕事の豊かさを広める活動」

を目指し進めています。

１．講師派遣研修について

講師派遣研修は施設の研修の要望を丁寧に聞き取り、研修計画を立て、講師を派遣し研修を進めています。

単発の研修と継続研修を引き受けて実施しています。研修の成果がそれぞれの事業所によき成果が上がるよ

うにそれぞれの事業所と協力し、職員育成に共に取り組む姿勢を明確にし、信頼関係を大切に進めています。

昨年度からの特徴として、厚生労働省の奨励金を活用した継続研修が増えています。

歴史ある施設は、これまでの事業活動を踏まえながらも、新たな課題に向き合い、施設、事業所の果たす

べき役割を担える人をどのように育てるか、法人全体の教育体制をどのように作り上げるかなどを模索して

いる状況のようです。そんな中 YWCA の教育力を評価し、我々を「人材育成を担うパートナー」として迎い

入れ、継続研修に期待を込め、2014 年度の研修に向け現在研修計画の具体化に共に取り組んでいます。

今後益々必要が高まる高齢者分野、障がい分野の人材育成と、研修のための組織作りの依頼等、多くなる

と思われますので、研修を担当する講師の幅を広げ、講師の発掘や育成が課題となっています。

２．講座講習

介護福祉士実習指導者講習

東京 YWCA 専門学校福祉科の実習指導方法を基にした、講習会を継続することは、現場の力になると考え

て取り組んできました。閉校後 3年が過ぎ、新カリキュラムの内容・現在の養成校の状況など情報不足の中、

現状に即した講習会を進めて行く中、課題が浮き彫りになってきていますので、講師陣を検討します。

受講生の振り返りでは、実習指導だけでなく職員研修にも役立つ、初めて学ぶ面白さを実感したなど満足

度は高い状況ですが、現状に即した情報を望む声も聞かれます。現在の学生の状況・新カリキュラムにより

どのように教育内容方法が変わってきているのかなど、情報を収集し、研修内容の検討を進めていきます。

講座講習の課題は集客率を上げることです。昨年度は、「介護福祉士実習指導者講習」「訪問介護員養成研

修 2級課程」とも募集定員を下回り収益が落ちこみました。今年度は、介護福祉士実習指導者講習会 1回の

開催に絞り、集客率を高めたいと考えています。
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３．第三者評価事業

昨年度は 7事業所の評価活動を受審しました。今年度も、昨年と同程度の活動を目指しています。

すでに多くの評価機関があり競合していますので、我々の持ち味を活かし、丁寧な評価活動を進めて行き

たいと考えています。

評価者は、施設・事業者の様々な取り組みの現状を十分理解した上で、施設、事業所が目指そうとする目

標を達成するためには、どのような工夫が必要か、取り組みが求められているかを、客観的に判断できるよ

うな力を付けていく事が求められています。

質の高い評価活動を目指して、研修を充実させると同時、施設・事業所のデーターを読み込み十分な準備

を重ねてまいります。

2012 年度事業実績と２０１３年度事業予定

事業内容 内訳 2012 年度実績 2013 年度計画

（5月現在）

講
師
派
遣
事
業

継続研修 高齢者施設 7箇所 3箇所

障がい者施設 1箇所 １箇所

社会福祉協議会(K 区) 1 箇所 １箇所

単発研修 高齢者施設 6箇所 ２箇所

YWCA 関連 2箇所

社会福祉協議会(M 区、他) 3 箇所

講
座
講
習

介護実習指導者講習会 1回目（9月,10 月実施）

2回目（1月, 2 月実施）

受講者 15 名

受講者 20 名

１回開催 定員３０名

１月～２月

訪問介護員講習会 9 月～3月実施 受講者 15名

第
三
者
評
価
事
業

高齢者施設 特別養護老人ホーム

短期入所施設

居宅支援センター

グループホーム

2か所

2か所

1か所

1か所

１箇所

１箇所

通所介護事業所 １箇所

障がい者事業所 精神障がい者就労支援 B型 1か所 １箇所

上記の収益事業以外の活動計画

１．広報活動・ HP ・機関紙の発行

会報は、総会後「５月末」発行予定と１１月下旬発行予定 それぞれ 200 部の予定

東社協高齢福祉施設部会総会（5月 14 日）にて、パンフレット、チラシ 500 部配布

ホームページ管理：宮木さん

２．他団体との連携

東京 YWCA ・ ケアサポート板橋 ・ 愛恵福祉支援財団 ・ NPO 法人日中介護事業交流協会

東社協・北区社協 ・ ヒューマンウェアーコンサルティング KK ・ NPO ごとくの会

千代田区ボランティアセンター

３． 会員活動

会員向けスーパービジョン研修会の実施 窪田ゼミ 月 2回

会員・寄付者の募集 ２０１３年度 目標：個人・賛助会員 100 名 団体会員 8 施設

会員の皆様の声を反映させた会員活動を実行したいと考えています。一緒に活動したいと考えている方々

是非連絡ください。お待ちしています。
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活動報告

 講師派遣研修  内容 一部 報告      

  法人

管理監督職者研修  特別養護老人   居宅介護支援事業所 通所介護 事務局      職  

月  回 時間  回研修 実施     

 研修内容 

      役割                      学  自分   実務 悩  話 

      同 職層 共有      安心感 持    感想 多             

  責任 背負       連絡相談      上手 役割分担    

          理論    学         通       体験         自

分 振 返                       理解   研修       研修  

仕事  具体的 動       思  動              願      

                傾聴 受信              発信     難   行

動 変     時  相手 否定   認          伝  方法    活発 意見

交換       日   仕事        少 解消                確認 

合         感想 講師    大変嬉        

  特別養護老人   

           生活支援技術 認知症 介護 情報 収集        基本 確認  

利用者 側 立    研修 受    研修後半   月間  研修 学  生    所属

      課題 取 組    研修 受  見                職員 協力 

仰  共通理解 進     取組 始        一体    取 組       準備 

伝     難   感     事例   取 上  方 支援 続    

成果    利用者 変化      場合  結果   出    職員 意識 変化     

 等 事例 取 組  成果 確実 現      研修最終日 報告会 初任者 中堅研修共  

  成果     施設長     課長  方 出席  発表会 行    

苦労    一       遂     自信 表情  伺  晴    姿 印象的   

 地域生活支援    

一日 時間 年 回 研修 継続      地域生活支援             年上 職員 

指導   助言           事例 検討        課題 向 合 相互交流 深     

課題解決 力 確実           

 社会福祉法人  会  特別養護老人   

介護施設 新人職員研修 施設 共同 実施     

施設           理念 働 方   週間 新人研修       中  接遇 介護技術

 基本 理論 実技 認知症 基本理解 接 方          働        日間 研修 

担当    昨年 同様 一般大学 卒業  新入職員    働    中途採用者 含  福祉 

介護 基本 研修    初  仕事              悩  乗 越 方   交   

  職員    介護 仕事 挑戦         喜     働         願     研

修 取 組           応援  参      担当 蛯原    
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Ⅱ実習指導者講習会

第 回目実習指導者講習会   名 受講生 参加          出会  学        

     結果 報告 講習 受  自分 振 返  変化         

受講生 声

受講生      他 施設 受講生 日  悩  交換     出来    人材不足 介護

現場 中     実習生 向 合 指導     受講生 姿 知    出来    今後    

 活躍 応援          実習先 学校 現状 情報 知      意見       今回

 学  振 返   年度介護実習指導者講習 繋       思    

 担当  柴田美花  

指導者     必要 講義     日間  絶対 足    感      日

 日学      指導者   以前 問題 知識 少        受   

  日頃                     思     指導者    

  必要 事 勉強             面白 事 沢山出       何

      興味 次  次 出    今以上 介護 好        指導者

    良 実習生 生 出     人材       思     

   受 入      施設  参加       前提       

感          受 入          実際 事例 学校  

                       情報       

講習 受  前 実習指導者     教     立場 人間  

 考           受     色  事 知        

     人柄      必要  勉強          講習   

 面白     実感        自分自身今  勉強 楽  思 

 事 無           楽  面白     驚        

 風 思  自分 気持 悪    

自 学 機会      毎日仕事          深 反省   日

間     学  時間 自    利用者    自分自身 進   

   思    講習会 是非続  下   

食
堂
に
一
緒
に
い

き
ま
せ
ん
か
。

は
い
。
い
つ
も

あ
り
が
と
う
。
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 訪問介護員養成研修

平成   年   月   日 開講  半年   年  月   日 

無事修了式 迎    名 受講者全員 修了証書 手   

晴    表情 見          

       半年間 様子  紹介    

演 習 の 様 子

想像以上に大変だったり、身近な物の活用で意外と簡単に出来たりすることを学びました。

 修了式後 記念撮影             

今回 研修  経験豊  講師 

先生方  尽力頂  充実  内容 

         実習先始 多  方 

  厚意 感謝致       

終了後 受講者       高評価

 頂              強  

再認識           

 皆   今後  活躍 心   祈 申 上    

      御縁 当     今後     大  

活力      願       担当 佐藤香織 

三角巾の使い方

食事

洗髪

足浴

口腔ケア
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 第三者評価事業 第三者評価 終  
平成  年度  事業所 評価      卒業生 勤務   社   受託  内訳 特養 件 短

期 件 居宅 件 認知症対応型        件 就労支援  型 件    評価者養成講座 無事

修了  新  戦力   加       名 利用者聞 取 調査 訪問調査           実習

 行     

   今一度 第三者評価事業    簡単         東京都 都民 向   自分 利用

   事業所 特徴                 質      状態              

選択  際 目安     事業所 内容 把握     可能       各事業所 評価結果 

公表      私   第三者評価機関       活動 関      流      契約 利

用者調査 訪問調査         公表 東京都福祉        通称 福         

平成  年度 通所介護  件受託   事業所   平成  年度 特養 短期入所 居

宅 認知症対応型        評価 依頼 受     

認知症対応型           場面観察     日 時間半  名 行    初  経験  

   排泄 入浴 誘導 場面         声掛           評価者        感

                観察  力 要求   事業者      反応          

     場面     緊張     今回 事業者      見 方 捉 方     理解    

様子    

就労継続支援事業所    障  者自立支援法 基  就労継続支援    施設      一般

企業  就職 困難 障  者 就労機会 提供       生産活動 通     知識 能力 向上

 必要 訓練   障  福祉     供与     目的       今回評価 行   就労支援

 型  雇用契約 結   利用者 比較的自由 働   非雇用型         評価   現  

      力不足 判断  障  福祉     分野 詳  方 応援 頼 評価 実施     

全体 通   事業所 意図 決    時間 中 聞 取    文章 表現力 難      

  学    多  感      平成  年度  件 受託 目標   現在  件  依頼    

       新  評価者        名  力 借     丁寧 評価 行    心     

   思      

仲間がふえました～

新しい事務局メンバー紹介
      

田村 幸恵  
 月  事務局事務員   加     頂       年前秘書科       

 勉強 企業   年働    後親 介護   退職     娘      卒業

            何  役      思            願   

    

http://kotobank.jp/word/å°±å�´
http://kotobank.jp/word/ç¶�ç¶�
http://kotobank.jp/word/æ�¯æ�´
http://kotobank.jp/word/æ�½è¨
http://kotobank.jp/word/ä¸�è�¬
http://kotobank.jp/word/ä¼�æ¥
http://kotobank.jp/word/å°±è�·
http://kotobank.jp/word/æ©�ä¼�
http://kotobank.jp/word/æ��ä¾�
http://kotobank.jp/word/ç��ç�£
http://kotobank.jp/word/æ´»å��
http://kotobank.jp/word/ç�¥è�
http://kotobank.jp/word/è�½å��
http://kotobank.jp/word/å��ä¸�
http://kotobank.jp/word/å¿�è¦�
http://kotobank.jp/word/è¨�ç·´
http://kotobank.jp/word/ç¦�ç¥�
http://kotobank.jp/word/ã�µã�¼ã��ã�¹
http://kotobank.jp/word/ç�®ç��
http://kotobank.jp/word/è�ªç�±
http://kotobank.jp/word/ç¦�ç¥�
http://kotobank.jp/word/ã�µã�¼ã��ã�¹
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Information 会員交流ひろば

編集人のつぶやき NPO事務局体制が強化されこれまでの取組を振り返りながら形にしてくださって
います。遅ればせながら土台がつくられることになります。会報の編集に加わると、やはり知識・技術を持

って愛のあふれる人材・現場育てのサポートへの思いを共有できる人（会員）をもっと増やしていきたいよ

ネ。「このゆびと～まれ！」会員になりNPOに加わり継続を支えてください（蛯）

ご寄付いただいた方のお名前です。ありがとうございます。（2012 年 11月 26 日以降201３年５月現在）

小池 桂子・川副榮子・渡辺美智子・尾﨑裕美子・外山真理・根本博子・林伸子 以上 7名

（敬称と金額は省略させていただきます。）

〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台一丁目８番１１号 東京ＹＷＣＡ会館２階 216室

TEL ･ FAX 03-6273-7134 E-Mail ： info@ywca-hssc.jp ホ ー ム ペ ー ジ ：

http://ywca-hssc.jp/

発行人：石井須美子 編集人：蛯原まゆみ・寺内真由美・柴田美花

次回発行は５月予定です。（会報はホームページからも見られま

本の紹介 「福祉援助の臨床」

共感する他者として 窪田暁子 著

～２０１３．１．２０ 誠信書房から出版されました～

この本は、社会福祉サービスの現場に出て数年、さまざまなの悩みを抱きつつもこの仕事を長く

続けようと心に定めた人々に、日々の歩みを見渡し、思考を深め、前に向かって一歩を進むための

手掛かりを提供しようとするものである。その人たちを前にして、言葉で言い表しがたい「ソーシ

ャルワーカーの働き」の部分に焦点を当てて、存分に語りあうひとときを共有したい、というのが

私のイメージである。（本から抜粋）

先生 実践 出会    師   学     本    援助      大  財産     発見     何度

 読 返   内容    是非 一読   蛯原 

月  度 窪田先生 事務所              学習      参加 待       

公益財団法人愛恵福祉支援財団 国内研修の見学会のお知らせ

10 月 3 日川崎の小規模多機能型居宅介護「ひつじ雲・くじら雲」です 希望 方 事務局  連絡     

身体も心もスッキリ 今すぐやってみよう。

息をはきながら、ゆっくり上下まぶたの骨の内側を指の腹で 5秒おす。

効果 目がすっきりする。血液の循環が良くなる。花粉症の目のかゆみに効く。

石井先生のフィジカルレッスン「目の疲れをとる」

mailto:info@ywca-hssc.jp

